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「怪談実話」作家の幽霊観 





This study examined whether it is appropriate to analyze “real ghost story” writers as 
practitioners of spirituality in Japan. Analysis of magazines focused on ghost stories 
revealed that real ghost story writers have the “weak ghost” views, as opposed to the 
“strong ghost” views reported by television psychics. 
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と考えられる。ただし、本稿では「弱い幽霊」観が形成されるにいたった歴史的・社会的
背景、また「弱い幽霊観」がどの程度一般性を持つかは明らかにできていない。そうした
背景を明らかにする過程で、「弱い幽霊」観がスピリチュアルな文化の中で果たしている機
能を明らかにすることが、今後の研究の課題といえる。 
 
 註 
(1) 1990 年代以降の、心霊系の「怖い話」や怪談の流行については、奈良崎英穂（2005）を参照さ
れたい。 
(2) 例えば、「『幽』怪談大賞」というコンテスト開催に際して行われた、「怪談之怪」の４名による
対談の中で京極夏彦は「僕らが「怪談、怪談」といってきたおかげで、怪談というジャンルが一
種のブランドとして認められてきたという印象はある」（『幽 Vol.4』2005: 295）と述べている。
また、木原浩勝は「怪談をやりたい人の数は増えているかもしれないけれど、何をどうやればい
いかという段階まではまだ至っていない。」（『幽 Vol.4』2005: 295）と現在の怪談という文芸の現
状を認識している。こうした発言からは彼ら「怪談之怪」のメンバーが、怪談というジャンルの
文化的な地位を向上させようと努力してきたことがうかがえる。 
(3) 「強い幽霊」観、「弱い幽霊」観という用語は小池（2007 b）の「強い自己」、「弱い自己」とい
う用語に着想を得た。小池は自助グループなどのセラピー文化には、無垢で純粋な「弱い自己」
を守り、回復しようとする価値観が通底していることを明らかにしている。 
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